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本プロジェクトは、ロビーと営業室
の天井高さが通常の店舗よりも高め
に設定されており、高天井空間の快
適性と天井内の納まり検討が最重要
課題であった。設備設計者自身がBIM
ツールを活用することで上記の課題
解決を効率的に行い、意匠性と機能
性を兼ね備えた高天井空間を提供す
ることを目標とした。

●空調システムと天井内
　納まりの同時検証
ダクトルートの基本方針図を検討
する際、設備設計者自身が設備系
3D-CADで作図することにより、シス
テムと納まりの両方が考慮された
ルートを手戻り無く決定することが
できた。（図1）検討に用いる構造モ
デルは、構造計算ソフトから出力さ
れたIFCデータを活用することで、他
職種とのBIMデータ連携による効率性
の追求および最新図との整合性の確
保にも成功した。

●気流・照度解析との連携
高天井部の気流・照度解析を行う際、
BIMデータを活用することで、正確か
つスピーディに解析を行うことがで
きた。（図2）

照明計画は斜め天井の意匠と統一性
を持たせると共に床面のみでなく垂
れ壁部の明るさ感も建築主と共有し
た上で決定した。（図3）

建物の省エネ性能を改善する目的で
設備改修を行う際、既存の機械室の
把握は、設計者が各種検討を行う上
で重要となる。しかし、多くの現場
で竣工図と現地の不一致により現況
把握が困難となり、現地確認のため
に膨大な日数と費用がかかるという
問題が起きる。
上記問題を解決するために3Dスキャ
ナで撮影した点群データを設備設計
者が有効活用する手法の開発に取り
組み、実物件において効果を検証し
た。

●点群データの活用
点群データで可能なことは以下のと
おりである。（図4）
　・撮影位置から360度回転
　　させて現地を「見る」
　・寸法を「測る」
　・「干渉チェック」ができる
点群データがあればいつでも再現地
調査が可能となる。撮影直後の点群
データは「配管属性」など設備設計
者に必要な情報が不足しているが、
点群処理ソフトや設備系3D-CADによ
り属性を付与させると活用の幅はさ
らに広がる。（図5）

●今後のBIM活用
数年前と比較するとBIMツールの進歩
は著しい。BIMによって、2D図面のみ
では説明しきれなかった部分が「見
える化」でき、プロジェクトチーム
内での「情報共有ツール」として有
効に働いているが、BIMモデルには
「見える化」や「情報共有ツール」以
上の可能性がある。今後は、設備設
計にとって重要となる計算やシミュ
レーション連携への取り組みを強化
したい。また、BIM活用によって省エ
ネ性や生産性が向上するようなコン
ピュテーショナルデザインとの連携
や、FM領域での建物の長期修繕計画
に繋がるデータの提供など、設計者
のみでなく、施工者、発注者、建物
管理者、エンドユーザー等全てのス
テークホルダーにとってメリットに
なるようなBIM活用手法を見出したい
と考えている。
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■青年技術者のことば

環境共生・省エネ・BIMという言

葉に注目が集まる中、設備設計者

の業務範囲は拡大し続けている。

中でもBIMの有効活用は建設業界

の大きな課題であるが、未だ明確

なワークフローが確立されておら

ず、設計者が業務範囲外の問題で

頭を悩ませている状況である。こ

の課題を解決し、設備設計者が本

来の業務に注力することができれ

ば、「最良の作品を世に遺し、社

会に貢献する」という所属する組

織の理念に繋がるという信念のも

とBIM活用手法の開発と実践に取

り組んだ。

建築は、知れば知るほど個人の力

だけではどうにもならない部分が

多い。しかし、個々の専門性を合

わせれば可能性は無限大であり、

専門機能が協力しあうことで建物

の魅力は何倍にも増し、省エネ性

能も高くなる。そのような業務の

一端を担えることを幸せに思うと

ともに、設計施工の職能間の連携

において、その大きな要となる

BIMへの探求を自身のライフワー

クにしたい。
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京都銀行歌島橋支店・西七条支店　
～BIM活用による意匠性と機能性を兼ね備えた空間の提供～

写真1　京都銀行歌島橋支店

大型熱源改修における3Dスキャナ活用
～正確かつ効率的な現況把握～

図 4　点群データ
（ペイント文字もスキャン可能）

図 5　属性付与
（左：無属性　右：有属性）

写真 2　京都銀行西七条支店

図1　ダクトルート基本方針図
（上：2D表示　下：3D表示）

図 2　ノズル型吹出口からの気流解析
（上：竣工写真　下：解析画像）

図 3　照度解析
（上：竣工写真　下：解析画像）


